
敬
老
会
を
中
止
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か

ら
参
加
者
の
健
康
と
生
命
を
守
る
こ

と
を
最
優
先
す
る
た
め
、
今
年
の
敬

老
会
は
中
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
対
象
者
の
方
に
は
９
月
を

め
ど
に
祝
意
を
込
め
て
対
象
者
名
簿

を
お
届
け
し
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

(

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

69-

２
１
１
７)

７
月
は
燃
え
な
い
粗
大

ご
み
を
収
集
し
ま
す

ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の
燃

え
な
い
ご
み
の
戸
別
収
集
を
行
い
ま

す
。
収
集
に
は
事
前
の
申
し
込
み
と

粗
大
ご
み
ス
テ
ッ
カ
ー
が
必
要
で
す
。

収
集
で
き
る
ご
み
な
ど
詳
細
は
市

民
サ
ー
ビ
ス
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
窓
口
ま
た
は
市
の
公
式
サ
イ
ト
で

「
ご
み
の
正
し
い
出
し
方
・
分
け
方
」

（
改
訂
版
）
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

７
月
29
日
（
水
）

粗
大
ご
み
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て

午
前
８
時
ま
で
自
宅
前
に
搬
出
し
て

く
だ
さ
い

▼
手
続
方
法

事
前
に
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
枚
７
０
０
円
の
粗
大
ご
み
ス
テ
ッ

カ
ー
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
お
求
め

に
な
れ
ま
す
。

(

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

69-

２
１
１
７)

農
作
業
事
故
に
注
意
！

県
内
で
草
刈
り
作
業
中
の
事
故
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
安
全
な
農
作

業
を
行
う
た
め
に
、
次
の
点
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
作
業
前
に
使
用
機
械
類
の
点
検
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

②
農
作
業
や
機
械
作
業
に
適
し
た
服

装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
適
時
に
休
息
を
と
り
、
水
分
を
補

給
し
、
無
理
の
な
い
作
業
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

④
慣
れ
た
場
所
で
も
、
足
下
を
確
認

し
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
疲
れ
て
い
る
時
や
体
調
が
悪
い
時

は
無
理
を
せ
ず
、
作
業
を
終
え
休
憩

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
産
業
課

69-

２
１
１
６
）

こ
と
ぶ
き
大
学
開
講

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
こ
と
ぶ
き
大
学
の
開
催
を

見
合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
が
７
月
よ

り
開
催
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
講
式
並
び
に
第
１
回

▼
日
時

７
月
29
日(

水)

開
講
式
10
時
～
10
時
30
分

講
演
会
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場
所

有
鄰
館

２
階

集
会
室

▼
講
演
会

『
ジ
オ
パ
ー
ク
』

▼
参
加
費

無
料

▼
交
通

市
有
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込

老
人
ク
ラ
ブ
員
は
各
ク
ラ

ブ
会
長
へ
、
そ
れ
以
外
の
方
は
教
育

学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０
）
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1 水

2 木

3 金

4 土

5 日 市民交流パークゴルフ大会

6 月

7 火 家畜市場

8 水

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土 あじさいカップパークゴルフ大会

19 日

20 月

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水
ことぶき大学

燃えない粗大ごみ収集

30 木

31 金

水
田
畦
畔
の
草
刈
作
業

を
実
施
し
ま
し
ょ
う

７
月
10
日
（
金
）
か
ら
20
日
（
月
）

ま
で
は
、
一
斉
草
刈
期
間
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

今
年
も
、
病
害
虫
の
発
生
量
は
多

い
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

地
域
全
体
と
し
て
、
水
田
畦
畔
の
草

刈
作
業
を
実
施
し
、
病
害
虫
の
発
生

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
産
業
課

69-

２
１
１
６
）

猫
の
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

最
近
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
育
さ
れ

て
い
る
猫
に
対
す
る
苦
情
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
飼
い
主
の
方
は
ペ
ッ

ト
の
命
を
守
り
、
社
会
に
対
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
。
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

放
し
飼
い
に
す
る
と

交
通
事
故
や
ケ
ガ
、
感

染
症
な
ど
猫
自
身
の
生

命
の
危
険
の
ほ
か
、
ふ

ん
尿
や
ご
み
荒
ら
し
、

鳴
き
声
に
よ
る
周
囲
の
人
へ
の
迷
惑

を
か
け
ト
ラ
ブ
ル
の
元
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

②
首
輪
や
迷
子
札
・
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
を
付
け
ま
し
ょ
う

迷
子
に
な
っ
た

場
合
に
身
元
が
分

か
る
よ
う
に
所
有

を
明
示
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
て
飼
い
ま

し
ょ
う

不
妊
・
去
勢
手

術
を
し
な
い
と
知

ら
な
い
う
ち
に
子

猫
が
生
ま
れ
て
世

話
し
き
れ
な
い
頭
数
に
増
え
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
野
良
猫
へ
の
エ
サ
や
り
は
や
め
ま

し
ょ
う

か
わ
い
そ
う
だ
と
無
責
任
に
エ
サ

だ
け
を
与
え
る
行
為
は
飼
い
主
の
な

い
不
幸
な
命
を
生
み
出
し
て
し
ま
い

ま
す
。

(

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

69-

２
１
１
７)

納
期
限
の
お
知
ら
せ

○
固
定
資
産
税

第
２
期

○
国
民
健
康
保
険
税

第
１
期

納
期
限

７
月
31
日
（
金
）

口
座
振
替
日
は
納
期
限
日
と

な
り
ま
す
。
納
期
限
日
前
に
預

金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※
な
お
、
督
促
状
が
届
い
て
か
ら

納
付
さ
れ
る
場
合
は
督
促
手
数

料
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
市
税
・
国
保
税
の
納
付
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。



古
雑
誌
を
お
譲
り
し
ま

す保
存
年
限
の
過
ぎ
た
雑
誌
を
希
望

者
に
お
譲
り
い
た
し
ま
す
。

▼
期
間

７
月
１
日(

水)
～
31
日(
金
）

※
な
く
な
り
次
第
終
了

▼
場
所

東
由
利
公
民
館
図
書
室

▼
そ
の
他

１
人
３
冊
ま
で
先
着
順

（
教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０
）

上
里
橋
通
行
止
の
お
知

ら
せ

上
里
橋
橋
梁
補
修
工
事
実
施
に
伴

い
、
次
の
期
間
上
里
橋
周
辺
が
通
行

止
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
期
間

７
月
20
日
（
月
）
～

令
和
３
年
３
月
24
日
（
水
）

(

建
設
課

69-

２
１
１
５
）



運転免許が不要になった方や、病気や加齢に伴う身体機能の低下等のために運転に不安を感じる

ようになった方は、申請により自主的に運転免許証を返納することができます。

また、返納の申請から５年以内であれば、運転経歴証明書の申請をすることができます。

手続は、運転免許センター、県内各警察署に加え、お近くの交番、駐在所でも可能です。

※交番、駐在所は代理人による申請不可。

由利本荘市では、運転免許証の自主返納をした６５歳以上の方に、市コミュニティバスに乗車の

際ご提示いただくと運賃が半額になる「半額利用者証」を交付しています。

【手続のしかた】

・申請による運転免許の取消通知書

・健康保険証等の年齢が確認できる書類 の両方、

または、

・運転経歴証明書

をご持参のうえ、生活環境課または総合支所市民サービス課にて手続をしてください。

【お問合せ】 生活環境課（２４－６２５４）

そのほか、秋田県警察や鳥海山ろく線で実施しているサービスもございます。詳しくは各機関に

お問合せください。

【免許返納高齢者支援サービス（秋田県警察）】

県内のタクシー（全社）、バス（３社）および店頭にステッカーのある各協賛店にて、運転経歴

証明書をご提示いただくと各種割引サービスを受けることができます。

【お問合せ】 県警本部交通企画課 （０１８－８６３－１１１１）

由利本荘警察署交通課（２３－４１１１）

【おばこ楽特割引】

鳥海山ろく線をご利用の際、駅窓口で運転経歴証明書をご提示いただくと運賃が半額になります。

【お問合せ】矢島駅（５６－２０３６）

車の運転に不安を感じたら、運転免許を返納しませんか？

【運転免許の取消し（返納）手続】

○必要なもの 運転免許証（代理人による申請の場合は、運転免許返納代理手続申込書、

代理人の本人確認書類が必要です）

○手数料 なし

【運転経歴証明書の交付手続】

○必要なもの 写真１枚（運転免許センターで申請する場合は必要ありません）

○手数料 １,１００円

○交付にかかる期間

・運転免許センター 即日交付（受付から１時間半程度）

・警察署 約２週間後

・交番、駐在所 約３週間後

【お問合せ】 運転免許センター（０１８－８２４－３７３８）

東由利駐在所（６９－２１３２）

※詳細は秋田県警ＨＰでもご覧いただけます。


